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　我々は歯科治療に恐怖心を訴え来院し，演者が
担当，治療終了した15名の患者を対象に，AT
の有用性について検討・考察した。
　治療は，出来うればATのみで行いたいところ
だが，患者への動機づけの点から難しさを感じた
ため系統的脱感作法も併用して行った。ATは第
6公式まで行ってこそ意味があるが，切迫した口
腔状態を有しているこれらの患者には，はやく歯
科治療を行わなければならず，まずは系統的脱感
作法の筋弛緩反応の一手段として，ATの第2公
式までを教示し，脱感作操作に入っている。また
ATの生理的効果をみる意味で，第2公式まで習
得したと思われる時期に，生体反応を測定し検討
した。
　結果及び考察：ATへの動機づけについては，
患者は不安恐怖を主訴としており，不安軽減の目
的でATを説明することにより，比較的容易と思
われた。しかし，第2公式までのATでは恐怖心
を全面的に軽減することは出来ず，脱感作操作に
て恐怖心の軽減をみた。またAT習得時の生体反
応も，active　concentrationの様に思える変化も
みられたが，患者は習得感を抱き，歯科治療恐怖
に関しても，半分以上の者が少なからず恐怖心の
軽減を示していることが判った。そして，患者の
治療への感想より，Dr．とうポールが形成された
ことが，治療可能になった一番の理由と判明した。
歯科治療は外科領域に属し，肉体的処置が加わる
ため，気持ちが落ち着いても，処置が出来なけれ
ば意味がない。演者はATを教示している期間も，
受容・共感した上で誤った認知の修正を行い，そ
の結果，医者患者間の信頼感関係が形成されたも
のと考える。よってATは，治療法として独立し
たものであるが，切迫した歯科治療恐怖症患者の
場合，まずは医者とのよい人間関係の「「場”を提
供し，その結果として治療の喫煙”を提供してく
れる意味で有用と考える次第である。
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【目的】近年の免疫化学の発展は、血液型抗原決定基
の化学的構造が6つの二二より成り、しかもA、B、
0二型の差は先端部のわずか一ケの単糖の違いに過ぎ
ないことを明ちかにしたe一ケの血球上にある決定基
はScatchapd法により計測され、成人A、　Bではそれ
ぞれ約100万、約70万の価が報告されているが、亜型
やheteroiygoteでは遺伝子に応じて発現する決定基数
も減少を示すことが知ちれているt．t一方、特定の疾患
の際、血球上の抗原の変化によって凝集性を失う血液
型変異がみられるが、その原因は明ちかではない．そ
こで今回のフローサイトメトリーによりその解析のた
めの基礎的検討をこころみた。
【材料と方法】検体は本学附属病院検診センターを受
診して特に異常を認めない成人の血液を用いたt：t測定
方法は間接蛍光抗体法で、1次抗体には2一メルカプト
エタノール処理したヒト由来血液型判定用血清を用い
、2次抗体にはFIIC標識抗ヒト19Gを用い、　FCMに
て測定した。
【実験成績】対照の0型血球に抗血清を作用させても
、あるいはA型血球に抗B血清を、また、A型血球に
FITCのみを作用させた場合でも、鋭いピークを示す正
規分布の型に変化は見られず、中央値の変動も実験誤
差の範囲であったeこれに反して、最適測定条件にお
いて、A型血球またはAB型血球に抗A血清を作用さ
せ、蛍光のピークを比較すると、前者は後者より陽性
方向にシフトし、総蛍光量で比較すると、約2倍の値
を示した。B型血球についての実験でも同様の結果が
得られたt、
【まとめ】我々は、赤血球表面の抗原決定基の定量を
、間接蛍光抗体法でFCMを用いた測定系で最適条件
の検索を行い満足する結果を得た、今後、疾患に関連
した血液型物質の分析に応用していく予定である．
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